
「（仮称）鹿角東部市民ウィンドファーム事業環境影響評価方法書」 

に対する岩手県知事意見 

 

本事業は、かづのグリーンエネルギー株式会社が秋田県鹿角市において、単機出力が最

大 4,200～6,100kW の風力発電機を最大 25 基設置するものである。 

本事業においては、大気環境、水環境、動物・植物及び生態系、人と自然との触れ合い

の活動の場などの環境要素に係る調査、予測及び評価の手法等に課題がみられる。 

このため、本事業の実施に当たっては、下記の措置を適切に講ずること。 

記 

１ 総括的事項 

(1) 環境影響の予測については、これまでの審査会の意見や専門家の助言等を踏まえつ

つ、入手できる最新のデータや知見に基づき行うとともに、できる限り定量的な手法

を用いること。 

(2) 環境影響評価を行う過程において、環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価

の手法の選定に影響を与える新たな事情が生じた場合には、必要に応じて環境影響評

価の項目並びに予測及び評価の手法を見直し、又は追加的に調査、予測及び評価を行

うこと。 

(3) 対象事業実施区域及びその周辺では、他の事業者が計画している風力発電事業が存

在し、将来的に複数の環境要素において累積的な環境影響が懸念されることから、当

該事業者との調整及び情報収集に努め、調査、予測及び評価を実施すること。 

(4) 事業の実施に当たっては、地元住民及び利害関係者へ十分な説明を行い、理解を得

られるよう努めるとともに、地域住民の生活環境の保全に十分配慮すること。 

 

２ 個別的事項 

 (1) 大気環境 

ア 騒音の評価に当たって環境基準を準用する場合は、環境基準を準用することの妥

当性を説明した上で、現状で満たしている最も厳しい基準値の地域類型を当てはめ

ること。 

イ 建設機械の稼働に係る騒音は、等価騒音レベルに加え、工事由来の突発的な音の

影響を把握するため、５％時間率騒音レベルの予測を行うこと。 

ウ 風力発電機の騒音による健康影響について十分な科学的知見が得られていない

ことを踏まえ、予防原則にしたがい、慎重に調査、予測及び評価を行うとともに、

十分に住民等に説明を行うこと。 

エ 工事用資材の搬出入に係る騒音は、車両から放出される音響エネルギーが最大と

なると考えられる地点を考慮し、住宅に最も影響が出ると考えられる地点で予測及

び評価をすること。 

(2) 水環境 

ア 対象事業実施区域には、水源涵養保安林や複数の河川が存在しており、本県にお

いても水源涵養機能の低下や、濁水の流出等による水環境への影響が懸念されるこ

とから、専門家等からの助言を踏まえた十分な調査、予測及び評価を実施し、その

結果に基づき、水環境への影響を回避又は低減すること。 



イ 水質及び水生生物に係る調査地点については、事業による影響が特に大きくなる

おそれがある地点や、他の特性の汚染源による影響の少ない地点など、事業特性及

び地域特性を踏まえ、適切に設定すること。 

(3) 動物・植物及び生態系 

ア 本県において平成 20 年９月に国内初のイヌワシのバードストライクが発生して

いることの教訓を踏まえ、希少猛禽類の調査期間は、非繁殖期についても２期実施

すること。 

イ 対象事業実施区域は本県に隣接しており、岩手県側では、本県の「陸上風力発電

事業に係る環境影響評価ガイドライン」の「立地選定に関する基準」におけるイヌ

ワシの生息地及び「岩手県自然環境保全指針」で定める「優れた自然」の保全区分

Ｂランクの重要な自然環境のまとまりの場が存在している。そのため、風力発電機

の設置位置によっては本県に生息する様々な動植物への影響が懸念されることから、

本県の専門家や関係機関の意見を聴きながら調査、予測及び評価を実施し、その結

果に基づき、動植物への影響を回避又は低減すること。 

ウ 鳥類の調査について、夜間及び早朝における録音機を用いたタイマー録音調査の

実施や、調査範囲の北東部に調査地点を追加するなど十分な調査を実施すること。 

(4) 人と自然との触れ合いの活動の場 

 人と自然との触れ合いの活動の場に与える騒音の影響について、施設の稼働時につ

いても、調査、予測及び評価をすること。評価に当たっては、騒音に係る環境基準の

みならず、それぞれの場で求められる静けさが確保されるか否かの観点で適切な手法

を検討すること。 

 

３ 関係地方公共団体からの意見 

対象事業実施区域を管轄する関係地方公共団体から提出された環境保全の見地からの

意見は別添のとおりであるので、その内容に十分留意するとともに、適切に対応するこ

と。 

 


